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紹介している事例を中心に抜粋しています。 
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学校法人水谷学園 認定こども園 

５歳児 

豆の葉っぱはぬるぬるしてる・・・ 

桜の葉っぱとは違う・・不思議・・ 

４歳児 

私のアリの赤ちゃんが生まれたよ・・・ 

 卵を運んでいるよ・・・ 

３歳児 

山の上に上ってもくっつかない・・・ 

もっと山を高くしよう・・・ 
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主  題     科学する心を育てる 
  夢中になって遊びを続ける子どもの姿を求めて 

―発見した！考えた！ わかった！楽しい！の思いをもって遊べる保育― 
１．はじめに 
 この数年子どもを取り巻く環境が急激に変化を遂げていることを実感している。遊びに没頭する

ことができない子どもや、朝から脱力感いっぱいの様子をみせる子どもが多くなっている。その背

景には家庭の教育力の低下が考えられるが、子どものそのような状況を、家庭の責任として一方的

に押し付けてしまうことで解決することではないと思っている。私たちは常に、『子どもを主役に

置いて』子どもの発達を理解し日々の保育で解決していかなければならないと思う。そのために、

こども園で思う存分、自分の思いのまま遊びに夢中になって楽しめる子どもを育てることが求めら

れていると感じている。本園では継続し「科学する心を育てる」実践を行い、研究を深めている。

「科学する心育て」の主旨である主体的に遊ぶ楽しさ、学ぶ楽しさを味わう体験を通して創造性の

芽生えが育まれる保育の姿を本園では「夢中になって遊びを続ける子どもの姿を求めて ―発見し

た！わかった！楽しい！の思いをもって遊べる保育―」と捉えた。 
２．家庭の実態、子どもの実態 
①家庭の実態 
 核家族化の状況、母親の働き方によって、子どもを育てるという環境が大きく変化している。子

育てと仕事の両立の難しさが近年特に顕著に表れていると思う。母親として子どもをどのように育

てたいか考える余裕が見えないように感じている。母親の子育てを楽しむ意欲、子どもと向き合う

時間の確保、子どもの笑顔を生み出すかかわり等について子育て中の母親の内面に添う努力も必要

になってきている。子どもの心が安定し、遊びに没頭し、安心して遊び込むことができるための努

力が必要であると考える。 
②子どもの実態 
 興味関心や意欲の乏しさが見られる。周りの様々な出来事をそれぞれの子どもが自らの心で受け

止め遊びにつなげるための力不足が目立つようになってきている。指示があれば行動に移すことが

できるが、自らの力や、想像力で物事に向き合う姿に乏しさが見える。バーチャルの世界の遊びに

は、すかさず反応を示すが、身近にある様々な物を見たり、触れたりした感動はすぐに飽きてしま

い、持続力にも欠けている。このような実態から一人ひとりの子どもたちが目を輝かせ、心躍らせ

遊びの楽しさを全身で受け止め、夢中になって活き活きと遊び込める子どもを育てることが求めら

れていると考える。 
 
３．主題設定の理由 

一人ひとりの子どもは個性的で素晴らしい存在であると思う。その個性豊かな子どもの内面を揺

さぶり、遊びに没頭できる時、子どもの本来の姿が見えると思う。時間、空間、物、人とのかかわ

りを保障し自ら遊びの楽しさ、おもしろさや困難さに出会いながら遊びの醍醐味を心身で受け止め

ることができるならば主題に近づくと確信している。 
 子どもが夢中になって遊ぼうとする姿とは、様々な事象に触れ自らが考え、工夫しながら真剣に

向き合い、一心不乱に立ち向かっている時の表情に子どもが夢中になって遊んでいると考える。 
そこで、科学する心育てと夢中になって遊ぶ姿を下記のように捉え実践を行う事とした。 
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科学する心を育てる・夢中になって遊ぶ姿とは・・ 
科学する心を育てる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夢中になって遊びを続ける子ども 
―発見した！考えた！わかった！楽しい！の思いをもって遊べる保育― 

４．研究の目標 
 一人ひとりの子どもが出会う事象をきっかけとし、興味関心・意欲をもち自らの力で夢中になっ

て遊びを楽しむための保育の在り方を究明していく。 
５．研究の内容と方法 
①子どもの興味関心・意欲を日々の保育の中で見逃さず、保育者と子どもが共に遊びを育て夢中に

なって遊びを楽しむ工夫。 
・どのような事象に出会い興味関心をもっているか。 
・何に心が動いているか、何に感動しているか、どんな遊びに向かおうとしているか。 
・子どもの会話・物とのかかわり方・友だち関係等を受け止め日々の保育に生かす工夫。 
②保育者の役割を明確にもち、子どもと共に遊びを創り出す工夫をする。 
・夢中になって遊び込む過程を明らかにし、その姿を支える保育者の援助の在り方を工夫する。 

・子どもたちが思いがけないことや、素朴な好奇心を感じる出会い（園内の自然、

園外の自然） 
・子どもたちが心を動かす出会い、心が揺さぶられる出会い（小動物、植物、気候、

乗り物等） 
・子どもたちがうれしい、楽しい、遊びたいと思える環境との出会い（物・人・時

間・空間） 
・子どもたちが素直な表現ができる出会い（絵を描く、歌を歌う、物を使って製作

をする、友だちのつぶやき・会話等） 

子
ど
も
が
出
会
う
事
象 

・「なぜ」「どうして」「不思議だ」「おもしろそうだ」と心が揺さぶられる。 
・「もっと知りたい」「どんな遊び方をしたらいいかな」「一人でやりたい」「友だち

と一緒に遊びたい」と興味関心が強くなる。 
・「おもしろい」「もっと続けたい」「困ったな」「調べよう」と意欲が高まる。 
・友だちの模倣から自分の考えを生み出す。喜びがもてる。 
・遊びに必要なものを見つける、探して持ってくる、自分の考えを貫く等環境に働

きかける。 

興
味
・
関
心
・
意
欲 

・「もっと続けたい」「もっと工夫したい」「もっと考えたい」と子ども自身が思い

を大切に遊び続ける。 
・友だちと協調して遊ぶ。友だちと相談しあって遊ぶ。友だちと競争して遊ぶ。友

だちの良さを認めるなどの姿。 
・地域の人材の活用（畑博士・川博士・地域の学校の先生・美術館・図書館・コミ

ュニティーの利用） 
・「わかった！」「頑張った！」「出来た！」「調べてよかった、楽しかった！」 
・「こんな不思議を見つけた・・」「やってみよう、面白そうだ。」更なる挑戦意欲 

挑
戦
・
継
続
・
満
足
感 

遊
び
の
深
ま
り
・
高
ま
り 
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６．実  践 
１）５歳児の実践  事例１ 「発見した！考えた！工夫した！おもしろい木たち」  
○４月６日（木） 天気 曇り 風強い 
 園舎の北側の桜の花がちらほらと咲き始めたことを見つけた子どもたち。早速お花見の話が始ま

った。 
 
 
 
          ＜園の窓から見た桜＞ 

 
 
                              五右衛門川の桜を手に取って香りを感じ

ている子どもたちたち 
 

 
園庭桜探検に出かけることにした。 桜の花を間近でみて子どもたちは更に豊かな会話を始めた。             

＜園庭の桜＞ 
  
 
 
 
 
 
○４月７日（金） 天気 小雨から曇り 風強い 

五右衛門川の桜探検に行く予定が、小雨のため行けない。しばらくすると小雨が止んできた。Ｈ

児「今がチャンス！桜探検に行こう！！」と言ってきた。 
                 ＜五右衛門川の 

                       桜並木＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜の木の下で、お弁当 
やごちそうを食べるこ 
とだよ！Ａ子 

 
  

団子を食べるんだ

よ、したことない

けど・・Ｋ児 

なんで梅の木や桃

の木じゃない？ 
Ｍ子 

チューリップも

咲いているけど

お花見しないね 
 

木の下でするのが

お花見だよ！Ａ子 

桜の花って鈴みた

いだね・・Ｓ子 
ほのかなピンク

色だね・・Ｓ子 

咲いている花は白いのにつ

ぼみはピンクだね・・Ｒ児 
  

桜の木の幹は光ってる！銀

色だ！ Ｙ児 

何でお水あげてな

い の に 花 が 咲 く

の？ Ｓ子 

雨じゃない？Ｔ児 

ずっと降ってないよ。 Ｓ子 

桜が寂しそう・・だって

花が横や下を向いてい

るよ・・Ｎ児 

幹から芽が出て花が

咲きそう・・赤ちゃん

の花だね Ｓ子 

小さい桜は花の匂いがし

ないね。Ａ児 私は桜餅の匂いが

したよ・・Ｒ子 

小さい桜は１２歳！大

きな桜は１６歳かな？

Ｋ子 
１２歳じゃないよ。Ｈちゃ

んのお父さんが切り株の線

で何歳かわかるって話して

たよ。あんまり多くて数え

られなかったけど・・Ａ子 

桜の年って切ってみないと

わからないってこと？M 子     

・窓から見た桜、園庭に出てみた桜、園外で見る桜を感じる感

性に違いが見える。「ほのかな色」という言葉を知っていて驚く。

また、桜の木の年齢にまで話が及んだ。年長になって初めて出

会う事象である。この出会った事象を大切にしたい。 
・一人ひとりのつぶやきをもっと引き出すために、桜の木に更

に触れて遊びが広がるように支えたい。桜の花や木にこれまで

深い興味関心をもったことはなかった。この興味関心がどのよ

うにつながっていくか見極めたい。保育者もわくわくし子ども

の語りにじっくりと耳を傾け、心からの共感を子どもに伝える。 
・桜餅を作りたいとＲ子は言い続けている。その実現に向けて 
一緒に取り組みたいと考える。作り方がわからないと言うと 
 

切られたら痛いよ・・かわいそ

うでしょ・・私は嫌！ H 子 

チューリップもお花

見をするよ。今在家に

あるよ・・K 児 
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桜の葉のᯛᩘが足らないことに心を③め

る。やはり全員に㣗べさせたいようである。 

 
 
 。ࡡ小さいࡥう！まだまだ葉っࢁ一ᙎ ４᭶１１日㸦ⅆ）桜餅を作➨ۑ
・㹐子「先生日桜餅を㣗べたよ。その葉っࡥ！」とうれしそうに 
みせてくれた。㹌児「も㣗べたことある・・」⚾も、もとその 
⤒験を話す。㹒「㹐ちゃんが葉っࡥをもってきてくれたࡡ。こんな 
大きさの葉っࡥがいるࡡ・・」㹐子「桜がᩓったけん、葉っࡥは大  㹐子のおばあさんの桜餅レシピ 
きくなってるよ。」㹒「⾜って見ようか・・」ྑ⾨㛛川の桜の木の葉っࡥはまだ５程度の大き

さである。もってきた葉っࡥとẚべてがっかりする。㹐子「ᗂ⛶園の桜は㸽」ᛴいでᖐり葉っࡥを

᥈す。ᩘᯛ同じ大きさを見つける。㹐児「あった！同じ大きさが・・」㹆児「㈚せて 葉っࡥをẚ

べるけん・・」と５ᯛだけ桜餅の葉っࡥが見つかる。㹐子「２９人だが・・５ᯛだと５人しか㣗べ

れんࡡ・・どうしよう・・」㹒「ࡩくࢁう組さんで㣗べるのにᯛᩘが足らないࡡ。」㹑児「葉っࡥ

も㉥ちゃんだࡡ・・・もっと大人になってからもらう㸽」㹒「そうだ ５つ寝て待つことにする㸽」

全員「それがいい・・」５ᯛの葉っࡥは大切に冷凍庫にධれてఇませる。 
 
  
 
                  㹐子 
 
    ྑ⾨㛛川で桜餅の葉を᥈す          園で桜餅⏝の桜の葉の大きさを見ながら᥈す 

・５日後 ４᭶１７日㸦᭶） 
㹐子「先生・・今日は５つ寝てきたよ！」㹒「そうだࡡ・・さーどうなっているのかな・・」㹐

子「᪩く⾜こう！みんなが㣗べる桜餅を作らんと・・」㹒「そうだࡡ。みんな㣗べたいࡡ・」 
ᑡし大きくなっていて、ࡩくࢁう組が㣗べるだけの桜の葉が集まる。子どもたちはᩘえጞめる。「や

っと桜餅ができるࡡ・・」㹐子「・・・でもこども園みんなに㣗 
べさせたい・・先生みんなで何人いる㸽」㹒「㉥ちゃんからᩘえると 
１２㸮人・・」㹐子、㹉児、㹆児、㸿子「みんなに㣗べさせたい・・」 
㹒児「もう一ᅇ５つ寝る㸽」全員の⥲意で５日㛫また待つことにする。                            
 
（４᭶１２日㸦Ỉۑ 天気 安ᐃしたᬕれ  気 పめ 
 桜の花がᩓりはじめた。子どもたちは花を見に⾜きたいとッえる。花びらがᩓる桜の様子を見る

子どもたちの┠に㣕び㎸んできたものは、桜の木にくっついている㈅Ẇのような物㸦ア࢞ࣛ࢜）

を見つけ大㦁ࡂになる。               㸺࢞ࣛの集ᅋ㸼 
  

 

 

 

 

 

 

これって何！不思議な物が

くっついてるよ・・・K 児  

? ㈅Ẇ? ✰が㛤いてるけど・・

つるつるしてるよ・・ T 子 
 

今まで桜にあった㸽見たことな

いよ・・H 児 

ここはᾏではないが・・川だけ

ど・・なんで㈅Ẇ? 不思議・・ 

Y 子 
 ᤕってみようか・・◳くてᡭでᤕれない!

先生ちࡻっとやってみて・・㹑児 
 

先生・・᪩くᖐって調べよう 
᪩くᖐࢁうよ!・・M 子 
 

ᐙからおばあさんに作り方を⪺いておばあさんレシピをもってきた。やはり本気である。 

。
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                 㸺子どもたちが作ったತྃ㸼 

㸺不思議発見をゎ決しよう!㸼 ࢞ࣛは桜の花が本当に大ዲきなのか㸽桜の木はどうなるの㸽 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
㸺不思議発見をゎ決しよう ➨２ᙎ㸼 園の木にも࢞ࣛがいるかな㸽 木をᏲࢁう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

・子どもたちのつぶやきや感動した様子➼はすࡄにࡩくࢁう

᪂⪺に᭩き㎸むようにしている。自分たちの発見は೧大なも

のとしてཷけṆめているので大切にᢅうようにしている。ತ

ྃも子どもがㄞんだものはすࡄに᭩き␃めている。(ತྃらし

きもの)ẖᖺのᖺ長さんがᖖに指をᢡってᩘえていたことを

思い出し、自分たちも作ࢁうとしている。桜の花、木、す

べてに思いがあるから心が動いていることがわかる。もっと

子どもの内面に添いたいとᙉく㢪う。それが遊びに夢中にな

る原点であると思う。⯆㛵心意ḧの出発である。 

・㹉児「先生 ࢞ࣛはどの木にも付いているってこと㸽」㹒「どう思う・・」㹒児「は㐪

うと思う！」㹒「どうしてそう思う㸽」㹒児「桜の花がついてるから࢞ࣛもうれしくて寄っ

てきてると思うけど・・」㹒「K ちゃん、すࡈい発見だࡡ・・」R 子「それじゃ調べてみない、

本当に桜がዲきかどうか・・」H 児「どうやって調べる㸽」T 子「⾜って見ればいいよ。もう

１ᅇ ྑ⾨㛛川に・・」㹒「それはいい考えだࡡ。」㹉児や㹒児、㹒子の考えに㈶同して⾜っ

て見る。確かに桜のどの木にも࢞ࣛがびっしりとついている。しばし無言になる。㹒「どう㸽

桜の花がዲきだってことわかった㸽・・」㹒子「みんな桜の花がዲきなんだࡡ。」㹉児「ほかの

木はどうなんだ㸽࢞ࣛは桜だけがዲきだってこと㸽」ᛴいで園にᖐり、園の木を調べてみる

ことになった。㹒「先生は今まで、知らなかったわ、࢞ࣛが桜の花がዲきだってことを大発

見だࡡ・・」と保育者自㌟㦫きが㞃せない。㹗児「こども園の木も調べよう！」㹗子「そうだ

え・・」と㈶同をồめる。㹐児「そう ᯤࡡ・・は木のᰤ㣴を取るから、木がᯤれるよ࢞ࣛ

れたら桜餅も㣗べれないから・・」と、桜の木の気ᣢちになって子どもたちは࢞ࣛの不思議

をḟ々とゎ᫂していく。その⾲には自信がある。これこそ夢中になってㅦゎきをしている姿

である。 

・㹗児「いた！やっࡥりいた！࢞ࣛが園にもいた！」㹋子「この木にはいないよ・・」㹒子「その

木のྡ๓は㸽」㹋子「わからない・・」園の桜の木にも࢞ࣛがくっついている。もみじの木にもた

くさんくっついている。ᯇの木、࣓ࢭࢱコࢼࢱࣛࣉ、ࣖスの木にはついていないことがわかる。 
㹌子「わかった！つるつるした木には࢞ࣛがくっついている！ࣛ࢞ࣛ࢞した木にはくっついていな

い！！」㹐児「花がဏく木や実がなるのはつくよきっと・・」みんなで「桜でし࣐ࣔࣔࣖ、ࡻでしࡻ、

ᰠでしࡻ。」と大発見である。ࡩくࢁう᪂⪺に᭩こうと意気㎸んでいる。一方、木がᙅるからと➉の

Წをもってⴠとしጞめる。友だちと༠力して㧗いとこࢁの࢞ࣛをⴠとしጞめる。 
㹄児「࢞ࣛはᙉい！なかなかⴠちない・・㤳が③くなる・・」 
㹒児「㤳が③くても・・木がᯤれたらいけんよ・・Ᏺらんと」 
㹆児「そうだよ・・木をᏲらんと、かわいそうだが・・」日々子どもたちの┠が真に㍤く、これ 
こそ夢中になって活動している姿である。子どもの考える力に感心をするばかりである。 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 がついているもみじの木࢞ࣛ

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「もみじ」と᭩いて⣒㗬で切りጞめる。 

みんなに木のྡ๓を知らせよう。 

 
 。が集まったࡥう！ みんなの葉っࢁ２ᙎ ５᭶２日㸦ⅆ） 桜餅を作➨ۑ
・㐃ఇ๓ R 子と Y 子がおばあちゃんレシピを見て「先生、桜の葉っࡥが集まったからሷₕけにせ

んといけんよ。」㹒「よくぬえていたࡡ・・おばあちゃんレシピを見て桜の葉っࡥをₕけることに

するか」 
 
 
 
 
 
  
 
  
・「先生・・いいໝい・・桜餅のໝい！」子どもたちも感動している。保育者もึめての体験であ

る。桜餅のいいໝいが㒊屋に満している。㹒「これでまた、おఇみをさせないと・・㐃ఇ᫂けに

桜餅を作ࢁうࡡ！」「はーい 待ってます！」何時もよりඖ気のⰋい㏉事である。⤥㣗ᐊの先生に

竹
を
も
っ
て
き
て
、
高
い
と
こ
ろ
の
イ

ラ
ガ
を
落
と
そ
う
と
す
る
。 

࢞ࣛ のᢤけẆを必Ṛでᤕる姿に、子どもの豊かな発想を見ることができる。「もう࢞ࣛ・

はこのẆの中にはいないよ。」とは言えない。子どもたちのᢡ角の心をつぶすわけにはいかない。

また、࢞ࣛがつく木もなぜかはゎ᫂できないが、子どもたちがたくさんの木に出会った感性

なので、その感性を大切にしたいと思う。木のྡ๓も調べてᑡしࡎつྡᮐを㈞り付けている。

ྡ๓を知っている木にいち᪩く取りかっている。子どもたちが、木を日々の生活に取りධれ

る姿は過ཤにもないことで保育者も必Ṛでᅗ㚷を見て、自分自㌟の知㆑を㧗めたいと思い、子

どもたちに㈇けないようにしている。 

レシピ通りに⇕いお㢼࿅にධ

れます。 

ሷをって㔜ࡡます。᭱後はሷ 
で⤊わりにします。 
ン⿄にỈをධれて㔜▼をࣟࢼ

します。 

お㢼࿅から上がって、冷ましま

す。５ᯛࡎつ᮰ࡡます。 

ࣟ、ン⣬を㑅びࣟࢺࣁ・ ーࣛーで木を

ᥥき࢞ࣛをᥥきはじめる。 

木にࢸ࣒࢞ーࣉで㈞ることができ

ない事がゎり࢟リをって✰を㛤

けることにした。 

友だちのᡭ助けをཷけて、もみじ

のྡ๓の┳ᯈを取り付ける。 
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お願いをする。「あんこを煮てください。お願いします。」全員口を揃えて伝える。 
第３弾 ５月８日（月） 美味しい桜餅を作るぞ作戦！        給食の先生お願いします。 
・連休明けにも関わらず生き生きと登園してきた。桜餅を作るという 
めあてがあるからだと思う。エプロン・三角巾で身支度をしている。 
レシピには小麦粉と砂糖と食紅を混ぜて焼くと書いてある。Ｓ子「先 
生そのピンク薄いよ・・もう少し入れて。」Ｒ子「いいよ・・その色。」 
 
 
 
 
 
 
 
おいしい桜餅が全員分完成！作戦大成功！ 
大満足・・一人ひとりの表情が素晴らしく輝いている。 
 
○５月１１日（木） 天気 晴れ 微風 ソラマメの葉っぱの不思議 
・Ｙ児「先生・・ソラマメが下向いたよ！採れるよ！」と大声で走ってきた。Ｔ「空を向いている

ときはまだ採れなかったね・・」Ｙ児「違うよ・・下向いたよ・・」Ｔ「行ってみようか」園舎の

中に簡単な畑を作っている。そこにソラマメがたわわになっている。空を向いている豆、横を向い

ている豆、下を向いている豆ができている。Ｒ子「みんな！下を向いている豆だけ採るんだよ・・ 
上や横は採ったらいけんよ！」と強く言う。まるで先生のような発言である。みんな「わかってる

よ」と反撃をする。行って見ると確かに、下を向いているソラマメがたくさん出来ている。                     
Ｔ子「頭が重たくなって・・早く採って 

                         って叫んでいるね うふふ」Ｍ子「そうだ

わ、きっと重たくて大変だわ・・さー採っ

てあげますよ・・」Ｓ児「おもしろいね。 
                         僕たちやさしいってことだね・・軽くして 
                         あげてるから・・」 
Ｈ児「先生・・この豆の葉っぱ・・・ぬるぬるしてるよ・・」と言う。Ｔ「ん・・ぬるぬるして 
る？」Ｓ児「本当だ！ぬるぬるしてる・・なぜ？」Ｔ「アッ 本当ぬるぬるしてるね・・」少し 
分厚い感じから、ぬるぬると表現したのではないかと思う。Ｎ児「桜の葉っぱと比べてみたい」 
と言い出す。すぐに桜の木に向かう。桜の葉と比べる。Ｍ子「サラサ 
ラとぬるぬるだ！」Ｙ子「豆の葉っぱがぷかぷか・・桜の葉っぱは 
サラサラ・・葉っぱってみんな違っておもしろい！」Ａ子「桜は筋がい 
っぱいあるよ。」Ｒ子「みんな違う葉っぱだよ・・葉っぱって面白いね」 
 子どもたちは園庭の様々な葉っぱを集め出す。 
Ｋ児「ギャー 大変こんなとこにイラガがいる！」 
と大声を出す。「セメントの隙間にいっぱいいるよ！」 
また大発見である。Ｙ児「木だけじゃない？ご飯は 

安全のため、手を添えてもら

って焼きます。「ふ～」ため息 
がでます。「緊張する～」 

ぺちゃんこダメだよ。ふっくらと

せんと。買ったみたいに・・・ 全員のクラスに配っていきます。「どう

ぞ食べてください。美味しいです」誇

らしい表情で配る子どもたち。 
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どうしてるかな・・だって木だったら㣗べ物があるでしࡻ・・・」㸿児「そうだࡡ。何を㣗べたと

思う㸽࣓ࢭンࢺを㣗べる㸽」࢞ࣛのẆだけであることを࿌げたいが、やはり࿌げられない。子ど

もたちの発見をつぶしていくことはまだ出᮶ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ！᪂⪺が作りたいࡥ５᭶１２日 㸦㔠） 自分の葉っۑ
・㹉児が⣬を取り出し、自分で集めた葉っࡥを㈞りጞめている。おもしࢁそうである。一人ࡦと 
り自分の᪂⪺を作ると言い出した。㹋子「⚾が見つけたことを᭩くよ！」㹋児「も見つけたこ 
と᭩くよ。」 
             
 
 

  
        
 

 
 
             
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

      

            

            

㸺㸿子の᪂⪺㸼 ࢼࢱࣛࣉス・࣓࣐ࣛࢯ・桜の葉・どんࡄりの葉・ク

ࣟーࣂー 
・「⾲との㐪いを教えてあげるよ」と５✀㢮の葉っࡥを⾲にᙇり、

色の㐪い、触り心地の㐪いを確かめてうれしそうである。「葉っࡥは

どれも一緒だないࡡ・・」とつぶやく。満足感いっࡥいである。 

㸺㹗児の᪂⪺㸼 桜の葉・࣓࣐ࣛࢯの葉・ࢺࣝࢧリࣛࣂの葉 
。の葉を置き、㸴ಶの༊切りの物ᕪしらしきものを作る࣓࣐ࣛࢯ・

「㸴㹫だ」と言う。ḟに桜の葉を物ᕪしに置く。「５㹫だ！」と言

う。ࢺࣝࢧリࣛࣂの葉を置き「４㹫だ！」とうれしそうに話す。

⾲ᙲྎを᭩いて順␒に置く。 

㸺㹌児の᪂⪺㸼 桜の葉・࣓࣐ࣛࢯの葉・どんࡄりの葉 
・葉っࡥを見ながらᥥいている。「は葉っࡥのクࢬ᪂⪺」と言

う。自分がᥥいた葉っࡥと本物の葉っࡥをつなげるクࢬを作る。

ቨに㈞る時「のは一␒ୗに㈞って・・みんながクࢬをするか

ら」と話す。⣬は２ᯛつなげている。 

㸺㹋子の᪂⪺㸼 桜の葉・どんࡄりの葉 
・「桜の葉っࡥをあわせたらリ࣎ンになったよ。」「どんࡄりの葉っࡥを

ྜわせたら㹔になったよ。」「桜の葉っࡥとどんࡄりの葉っࡥをྜわせ

てったらࢱࣃࢱࣃと⪺こえたよ。」ととてもうれしそうにつぶやいて

いる。「かわいい᪂⪺」にするわ。」 

㸺㹍子の᪂⪺㸼 桜の葉・どんࡄりの葉・࣓࣐ࣛࢯの葉をከᩘ 
・葉っࡥを㨶に見立てて、ᾏの中を⾲現した。「ᾏの中を楽しくὋいで

いるよ㹼」ḟの日 ᐙでࣚࣔࢠの葉っࡥでこいのࡰりを作って自分で

ᙇっていた。「ᾏの子᪂⪺にする」と言う。 

・桜餅作りからり㏉ると、桜の葉の大きさをẚべて、大きくなるᮇ㛫を待つという根気のい

る活動に取り組んだ。５日待って、さらに５日待つという⾜動、冷凍庫で寝かせながら、ᯛᩘ

を全員分ᥞうまでの意ḧこれこそ、夢中になっている姿である。また、一人の活動ではなく、

全員の力でないと１２㸮ᯛの桜の葉は集まらなかった㐃ᖏ感が子どもの意ḧやᣮᡓ、⥅続力に

つながっていると考える。 
の㝽㛫にもあったことが᭦に㦫きにつながった。はすでに出ているࢺン࣓ࢭのẆが࢞ࣛ・

とは言えない。子どもたちの意ḧや⥅続力を大切に見Ᏺりたいと思う。 
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㸺葉っࡥ᪂⪺の出᮶上がり！㸼

（５᭶２２日㸦᭶ۑ ᢲし葉にする！・㌿がすコース作り・ᐙ作り

㹋子「どんな大きさ㸽」㹒「葉っࡥがධるくらいの大きさがいいと思うよ・・」㹋子「わかった！

㹒「何ᯛいるでしࡻうか・・」㹋子「は㹼い ２ᯛです！」㹌子「⚾は４ᯛ！」㹒「えっ！」㹌子

「だって・・葉っࡥがከいから・・」㹒「そうか・・考えたࡡ」と自分で葉っࡥがධる大きさに切

ってࢵࢸシࣗで葉をくるんで輪࣒ࢦでṆめて、㔜しをする。という作ᴗを⧞り㏉し⾜っている。

㹑子「⚾は５日してから㛤けてみるわ」と言う。桜餅の葉を取りに⾜った時の⤒験が生きている。 
一方、木のᗫ材をって㌿がすコース作りもጞまってきた。ᗂ⛶園にある木の⣲材を出してጞめた。 

・子ども自㌟が活動のᥦをし、そのࡡらいに向かって活動をしたから意ḧⓗに、᭱後までや

り遂げることにつながったと思う。

・桜の葉、࣓࣐ࣛࢯの葉、どんࡄりの葉➼葉っࡥの㐪い、ᡭ触り、大きさ、色の㐪い、㡢➼、

当たり๓に思われることに子どもたちは感動し、不思議に思い、それらを遊びに生かしていく

力を発した。これこそ、科学する心育ちであると思う。今まで᪂⪺は先生が᭩く物と思って

いたと思う。自分で作りたいという㢪いを実現した。᭩いているᩥᏐは、㙾ᩥᏐであったり、

ᩥᏐがᢤけていることもあるが、子どもたち自㌟がやり遂げたという満足感が子どもを大きく

成長させると考える。

先生・・しわしわして

きたけど・・ඖ気がな

いࡡ。もっとしわしわ

になるかな㸽
 

㹑児ྩの葉っࡥの㹆を作ると

こࢁが面ⓑかった。葉っࡥで

ⱥㄒができるなんて知らなか

った。

㹗児ྩの葉っࡥはみ

んな㐪うのを見つけ

たࡡ。えらいな㹼

㹉ྩの葉っࡥがቑえて

いるよ。ᗞで見つけた

って・・も見つけた

よ！もみじでしࡻ・・

これは・・・㸽
㹒児「みんな葉っࡥが㐪うࡡ・・

木も㐪うࢼࢱࣛࣉ・・ࡡスの木

は一␒大きいࡡ・・葉っࡥはま

だ㉥ちゃんだけど！」

㹌ちゃんのࢤー࣒おもしࢁい

けど㞴しい・・㹌ちゃんすࡈ

い！

いちࡈのࢱ࣊を㈞って

る㸽㹗ちゃんよく考え

たࡡ、びっくり！

・㹐子はẖ日葉っࡥのしわしわを気にかけていた。㹐子「しわしわにならないといいけど・・先

生どうする㸽」と⪺く。㹒「しわしわでは࣓ࢲなの㸽」㹐子「先生・・しわしわはᯤれていくだ

けだよそれでもいいの㸽」㹒㹙そうだࡡ・・しわしわにならない方ἲがあるけど一緒にやってみ

る㸽」㹐子「やってみる・・やってみたい・・教えて！！」と言う。保育者が၏一ᢲし葉の方ἲ

を教えることにした。葉っࡥがᯤれていくことを気にかけていたこと、葉をឡおしんでいること

から、教えることで子どもの意ḧや⥅続力が㧗まるとุ᩿した。
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の考察「い木たちࢁ発見した！考えた！工夫した！おもし」 考  察  事１ۑ

①意㆑のつながりから遊びのめあての᫂確化

・５歳児の子どもたちは、遊びのめあてが᫂確にもてることで生き生きと活動することにつながっ

ている。遊びのめあてがはっきりともてない４᭶当ึ、桜の花ࣛࣅをして会話をしたことから子

どもたちの意㆑のつながりがጞまった。まだ遊びのめあてはもてていないが、子ども同ኈの会話か

ら、またᖺ長になったという自ぬが㔜なって遊びの意ḧに変化が見えるようになってきた。この

時ᮇこそ子どもが遊びに向かうための保育者の支が必要であり、その後の遊びの発ᒎにつながっ

ていくものと考える。子どもたちの思いを大切に、寄り添っていくことが大切だと考える。

②意ḧ、⥅続する力、夢中になって遊ぶ姿㸻科学する心育て

・桜の葉の成長、桜餅の体験、桜の木に付く࢞ࣛ、᭦に葉っࡥ᪂⪺つくりと発ᒎしていくが、

その一つ一つが子どもの遊びのめあてになっていて子どもたちが出会う様々な事象から、意ḧそ

して⥅続する力と変化を遂げ、子どもたちの自信として✚み㔜ࡡ、夢中になって遊ぶ姿に成長し

ていると考える。その㛫、子どもたちが出会う事象に真ᦸに向きྜい、考え、工夫を㔜ࡡながら楽

しさや発ᒎするおもしࢁさ、自分でできたという満足感まで感じていると思う。すなわち、夢中に

なって遊ぶ姿㸻科学する心育ちにつながっていると言える。遊びのめあてがもてることが、５歳児

の子どもたちの夢中になって遊ぶことにつながっていると考える。

③遊び㎸む姿

・自分の遊びに自信をもってくると、さらに遊びのめあてをみつけ、それに向かって歩もうとする。

ᢲし葉でコースࢱー作り、木の⣲材を集め㌿がすコース作り、同じく木をってᐙ࡙くり➼自ら✚

ᴟⓗにḟの活動を生み出していった。木のコースは⟽やᵽと㐪い、木のᙧ・木の長さ・ྜわせ方、

大きさ➼ⱞᡓをすることがከいが、それでもあきらめࡎに取り組んでいく姿がある。木でᐙをᘓて

たいと考えた㹋児は、夢中になって⥅続している。㈗㔜な日々の体験が、生きる力のᇶ♏を育てる

こと㸻科学する心を育てることにつながってきていると考えている。

・㹌児「ࡡえ㹼何作る㸽」㸿児「㌿がすコース・・」㹌児「なんで㌿

がすコースを作る㸽」㸿児「だっておもしࢁいでしࡻ！木だし」

㹌児「も考えようかな・・」㸿児「まࡎ 自分で考えた方がいいよ・・

みたいに㹼」自分で思うように考えて作りたいときは、友だちをධ

れない。この地㐨な遊びこそ考えて、⧞り㏉しᣮᡓできる遊びである。

友だちが必要になるまではじっくりと遊ばせたい。

・５日待ってできたᢲし葉をࣛࢿ࣑ー

ーのࢱでຍ工した。かわいいコースࢺ

完成である。㹋子「先生 ほら ど

う㸽」㹒「あら ⣲ᩛなコースࢱーが

できましたࡡ。気分はどう㸽」㹋子「᭱

㧗！」大満足である。友だち分を作る

と言ってẖ日ᣮᡓする。

・子どもたちは自分で遊びを㑅ᢥしጞめた。コースࢱー作り、木

のᐙ作り、㌿がすコース作り➼である。様々な事象との出会いが

あったからこそその中から自分でやってみたいと思える⯆㛵心

をもち、意ḧⓗに遊びをᒎ㛤していくようになってきたと思う。

夢中になって取り組んでいる。考えたり、工夫したり、ヨすこと

ができる遊びを子どもたちは自ら見つけ出している。

（ 中 略 ）
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３）３歳児の実践 事３ 「見た 触れた 砂とỈはおもしࢁい！」

（５᭶３１日㸦Ỉۑ 天気 り

・大ዲきな砂ሙで遊びጞめた子どもたち。園にも័れⴠち╔いて遊びができるようになってきた。

子どもたちの心が安ᐃする⎔ቃの砂ሙで遊びだした。全く㞵が㝆らない≧ἣに、砂もき、さらさ

らとした感触である。

・

㹒児 「先生・・Ỉ出して！ࢧ

「・・・だからࣛࢧࣛ

㹒「ࣛࢱにỈをた

めておくよ・・」

㹌子「この砂にかけてよ！

「・・にࢁのとこࣛࢧࣛࢧ

㹒「そうだࣛࢧ・・ࡡ

「・・だからࣛࢧ

㹆児「も㹼 すࡄ

ಽれる・・なん

で・・」 㹆児「よーい スࢱー

「あっまたಽれた・・ࢺ

㹓子「このお花くだ

さい・・」

㹓子「先生͏ㄌ生日お

めでとう・・」

・今ᖺは㞵がᑡなく、園ᗞの砂は㢼がᙉい日は⯙い上がっている≧ἣである。㞵がなくて

⇱している砂ሙで、Ỉを出し、砂ሙを₶しながら子どもたちは遊びጞめた。ㄌ生日ࢣー࢟を

作っている㹓子は砂がいている方をዲんでいる。㹆児はỈをὶしࢺࢵ࣏に⁀め㎸みたいが、

すࡄに砂がᔂれるのでれた砂がḧしいと感じている。子どもの遊びには砂の様子一つで遊

び方が変わってくる。

・砂ሙの砂が㢼でみんな㣕んでいく様子から、砂ሙの砂の⿵をためらっていた。

㹋子「今日はㄌ生日

ーするࢸーࣃ

よ！」

㹉子「᱈ኴ㑻さんの࢟

ᅋ子作るよ ◳いᅋࣅ

子だよ」

・砂がỈで‵ってきた。子ども

たちはすࡄに山を作ࢁうと寄っ

てきጞめた。それࡒれがシࣕ࣋

ࣝをもって砂を㧗く✚み上げጞ

めた。保育者も子どもと一緒に

砂山を作りጞめた。砂の㔞がᑡ

ないために、なかなか㧗く✚み

上げることができない。それで

もḼኌをあげて楽しんでいる。

・一緒に砂を集めている。めあてが

もてていることである。

・上れない友だちのᡭをᘬいてあげ

ることができている。
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 スにᒆくかどうかをᣮᡓࢼࢱࣛࣉ                
 何ᅇも⧞り㏉す。 
 シࣕࣝ࣋でࢼࢱࣛࣉ 
ᅛくなった砂山をヨしてみる。 スに向かってᣮᡓする。 

 
 
 
 
 
 
 。ーになって砂集めをするࢨーࢻࣝࣈ
もっと㧗くしたい。もっと砂を集めたい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ！スにᒆいたࢼࢱࣛࣉ！で成ຌࣉࣃ

 

          
㹒児「わ㹼ᔂれる㹼助け

て㹼」 

㹌子「やおい㸦やわらかい）

けんだわ㹼かたくせんと・・」 

㹋児「྇いて ྇いて」 
「砂もᣢってきてよ・・ 
みんなでせんと・・」 

㹒児「先生もᡭఏって

よ・・ちࡻっとだけ」 

・Ỉがຍわることで、砂がᅛまり

やすくなってきたこと、砂をせ

ただけでは、上れない事を体感し

ている。大きな山に上りたいとい

うࡡらいが᫂確化していることが

わかる。 
・砂を྇いてᅛくすることは⤒験

῭みであるがᨵめてᅛめる意を

しっかり見出している。これこそ

⯆㛵心意ḧが㧗まっていると言

える。

・砂とỈの遊びは、子どもたちにとって᭱㧗の⎔ቃである。

砂に触れているだけで、気ᣢちが安ᐃし、㯲々とかかわり

を続ける㨩力ⓗな⣲材である。そこで、㧗い山を作るとい

う発想はこの日の、天候や砂の㉁を自然に体に感じ取って

いった遊びになったように思う。㧗くしただけではやわら

かくて上った感じがしないこと、ᅛくすると上れるという

考えを࿘りの友だちと共᭷しながら無心に遊ぶことがで

きたと思う。ᅛくなった山を上ってみた子どもは、ࢱࣛࣉ

スは㧗いሙࢼࢱࣛࣉ。スの葉がᛴに㏆くに見えたと思うࢼ

ᡤにあるので、ᬑẁは気にも␃めていなかったと思う。山

に上りᛴに㏆くなった感じをཷけて、葉っࡥに触りたいと

いうḟのめあてをもつことができたと思う。一生ᠱ葉っ

うとすࢁで触ࣝ࣋んに上りシࣕうと山のてっࢁに触ࡥ

る。しかし、なかなか触れたという感触がないので何度も

ᣮᡓする。山をᅛくして上ってはシࣕࣝ࣋で触ることを⧞

り㏉し、シࣕࣝ࣋ではᒆかない事を知ると、ḟはࣉࣃを

ᣢち出してついに触ることができた。 
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○６月６日（火） 天気 晴れから曇り 
・まだ雨は降らないが、毎日砂と水で遊ぶために砂場は水ですっかり潤っている。生き生きと遊び

始める。山作りをしてみんなで一緒に上った経験を学習した子どもたちは、傾斜を使って水を流し

たり、溜めたり、砂の沈み方を楽しんで繰り返しそれぞれの子どもたちが遊び始めた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・Ｋ子が山の上から樋を置きだした。傾斜を使って水を流し

始めた。「流れる・・流れる・・」と独り言をつぶやきなが

ら遊び始めた。「ふ～」と水汲みも一生懸命である。 
・その遊びを見ていたＳ子・Ｈ児も同じように樋を置き始め

た。放射状にならべ、自分の水を流すというおもしろい場を

作り始め遊びだした。３歳児の子どもたちの発想は瞬間にひ

らめき、すぐに遊びにつなげる豊かさこそ科学する育ちであ

ると思う。 

 
 

・しばらく歓声をあげて繰り返し遊びを続けていた

が、樋とパイプを使って長い川と称して遊び始めた。 
樋の上にパイプを置くが、水が樋の中に流れず苦戦

をした。バケツを樋とパイプの繋ぎの下に置いてみ

る。水は樋の中には少ししか入らない、樋とパイプ

を密着させたいと砂で固定し始めた。 

・会話がない。黙々と試している。困った表情も見せない。

真剣そのものである。この時間は保育者が声をかけるところ

ではないと考え、見守ることにした。樋に水を流すことは簡

単だが、つなげるという行動を起こした時自らどのような解

決策を見いだすのか楽しみに見守る。 

・Ｍ児「先生見て！見て！ほら！」樋とパイプの置き場を逆にした。

水がスムーズに勢いよく流れている。Ｔ「ホ～ 考えたね・・びっく

り！」Ｍ児「だって・・水が流れたいが・・」Ｔ「そうだね・・いい

考えでびっくりだわ」Ｔ児「僕も考えたよ 一緒に・・」Ｔ「そうね、

みんなで力を合わせるといい考えが出るね・・本当にうれしいな！」

心から子どもの会話を喜ぶことができた。 
・その流れる水を受け止めている 
Ｔ児・Ｈ児たちは樋の先に山を作り 
水の勢いで山が崩れることを楽しん「 
でいる。Ｔ児「速く水を流して！」 
Ｈ児「山が崩れるよ～」Ｋ児「砂を 
もっと高くして！」ここでは会話 
も盛んになっている。 

・Ｓ子「五右衛門側に行

きたいね～」Ｔ「五右衛

門川知ってるの？」Ｓ子

「知ってるよ・・川行っ

たもん・・」Ｔ「行って

みる？」 
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 㸴᭶８日㸦木）ᬕれۑ
                    
 
 
 
 
 
・ᵽやスコࣉࢵ、シࣕࣝ࣋をって砂遊びを楽しんでいた子どもたちは、ࢲン࢝ࣉーで砂が㐠ばれ

たことで、ᡭで砂の感触を楽しみだした。砂のれຍῶ、自らのᡭが砂を自由にできる事➼、Ỉを

ὶすことの工夫から、自らの㌟体をって砂と遊ぶ楽しさに変化させていった。㹉子「先生 㧗㏿

㐨㊰・・」㹑子「⋇のཱྀ！」など࣓ーࢪして遊ぶ姿がఛえた。一方ࡦたすら、自らのᡭで山を

たくさん作って「みなみ山だ！」とẖ日見ている山を作る友だち、自分のᡭを㞃して「さ㹼どこに

いったでしࡻうか㹼」大➗いするなど、自らの㌟体を思い切りって遊び、その心地よさを楽しむ

ようになった。砂とỈの遊びで様々な㐨ලをって遊ぶことを考えていた教師は、砂その物のおも

しࢁさ、自由にできる砂の感触をᛀれていたように思い┬した。྇くとᅛくなる、どんどん᥀り

㐍めると大きな✰になるという活動は当然だが子ども自㌟が思い切り㌟体を動かしてこそ感じる

ものであると思う。㹆児はᑡし㞳れたሙᡤでࡦたすらいた砂の感触を楽しんでいた。ࣛࢧࣛࢧの

感触、✚んでも✚みきれない砂の感触、㢦を㏆࡙け砂に話しかけて 
いる姿、ᡭ指からࣛࢧࣛࢧとⴠちていく砂を見ながらࢵࢽコリとほ 
ほ➗む㹆児から、砂の感触そのものの遊びの大切さを教師自㌟が学 
ぶことになった。 
 の考察「いࢁ見た 触れた 砂とỈはおもし」考 察 事３ۑ
①遊びの実ែ 
・子どもたちの遊びは決して無㥏と思えることはなく、その遊びの内ᐜ、子どもの考え、意ḧを保

育者がⰋく理ゎしているかがḟの遊びや意ḧにつながっていくと考える。 
②心の揺さぶりから遊び㎸んでいく過程 
・子どもたちの心の感性が揺さぶられ、それࡒれの思いが▐時に動き、༶⾜動に⛣せることこそ、

遊び㎸んでいく過程であり科学する心育ちにつながることだと言える。 
・遊びに⇕中している時の集中力、自らの思いがᯝたせ、自らのࡡらいが達成したとき豊かな➗㢦

が見られる。シࣕࣝ࣋からࣉࣃのᲬにᣢち᭰えてࢼࢱࣛࣉスの葉に触れた⤒験、ᵽをってỈ

をὶすという工夫、᪂しい砂の出会いから㌟体をって思い切り遊ぶ姿から言える事である。 
③⯆㛵心から満足いくまで遊ぶ姿㸻科学する心育ち 
・子どもたちが出会った事象に、⯆㛵心をもち、意ḧⓗに活動を生み出す⤒験をたくさん✚むこ

とが科学する心育てにつながっていることがわかる。無理にᣮᡓ・⥅続に向かわなくても、その

▐㛫 ▐㛫を満足いくまで遊ぶことが、ἑ山の⤒験として３歳児の子どもたちには必要であると

考える。その中でᣮᡓや⥅続に自然につながって遊びの深まりが見られていくと考察する。この

ことが科学する心育ちにつながると考えている。 

・㸴᭶７日㸦Ỉ）大㞵になる。 
 子どもたちの遊びの様子から、砂をධれることを決める。しかし、大㞵になり心㓄するが、

子どもたちはࢲン࢝ࣉーからⴠちてくる砂にḼኌをあげる。㹆児「すࡈい！力ᣢち！」と႐び

ᡭを྇く。㹒児「ࡡ㹼砂はどこからもってきたかな㸽山かな㸽ᾏかな㸽」㹉子「わ㹼大きな山

になった！上がりたい！」とཱྀ々に話す。砂で思いきり遊びを続けていたから、その࣑ࢼࢲ

 。ーに触れたことは大きな⤒験である࢝ࣉンࢲクな砂やࢵ

                                      



- 20 - 
 

大きな材木屋さんで原木から製材

までの過程を感動体験する。 

７．全体考察 
１）「科学する心を育てる」ために 
・「科学する心を育てる」という主題に向かった時、「子どもが出会う事象」を見逃さないようにし 
たいと考えた。園内の自然であったり小動物であったり、子どもたちの心を揺り動かす大切な事象 
こそ子どもたちの本物の遊びにつながると考えた。子どもたちがどんな事象に出会い心を動かされ

たかは遊びの出発地点としては見逃してはならない事である。桜の花を様々な角度から眺めた５歳

児、天候不順が招いたからこそ出会えた４歳児の「アリ」とのつながり、砂遊びの原点を考えさせ

られた３歳児の砂の遊びから主題を捉えることができた。 
・日々子どもたちの遊びは一様ではなく変化していくものである。その変化していく過程こそ「科

学する心育ち」があると考える。子どもたちに全てを任せてしまうことで安心すれば、子どもたち

の大切な遊びは自然に消滅していくと考える。そこには、教師の指導性が必要になってくると思う。

子どもたちの発達を熟知し、今育てたいこと、今だから育つ力を保育の構想に位置付けて、子ども

と共に保育を楽しむことこそ主題につながると思う。      
・「見て」「触れて」「発見して」「わかった」と子どもたちの心  
が豊かに動くときその遊びに「科学する心育ち」があると確信 
する。 
２）「夢中になって遊びを続ける」ことについて 
・「科学する心を育てる」ことと、「夢中になって遊ぶ」ことを 
車の両輪と考えたい。この二つのかかわりこそ遊びの根幹に 
かかわることになると思う。５歳児の実践では、自分たちが 
やりたいと思ったり考えたことに対して何としてもやり通すと   
いう力を見ることができた。その力こそ車の両輪であると考える。４歳児も３歳児も同じことが言

える。考えたり、工夫したり、調べたり。不思議に思ったりすることの中にこそ科学する心育てで

あり、夢中になって遊びを楽しむ姿である。 
・自分の作ったコースを友だちとつなげて ・保育者が遊びの価値を見いだして子どもと共に活動をすること 
全員の力を集めたコースが完成した。   は言うまでもない。５歳児が「桜餅を作りたい」と話を盛り上 

げた時、「無理だから・・」と思うか、おばあちゃんレシピを生 
かしつつこども園全員の桜餅を作る方向で子どもと一緒にや 
り遂げる努力をしていたかで、教師の指導性が問われると思う。 
子どもの生き生きした姿を支えるか、子どもと共に諦めるかで 
その育 ちが大きく変化することになる。桜の葉が大きくなるま 

 で根気よく待つことができたのはなぜか、冷凍庫で桜の葉が腐

らないように寝かせることに納得をしたのはなぜか、レシピを見ながら桜の葉の準備を楽しんでい

たのはなぜか、桜餅を包む皮の色はほのかなピンク色をしてることにこだわったのはなぜかを考え

た時、子どもの深い思いや考えの価値を見いだし、子どもと共に遊びを楽しみたいとする指導性に

かかっていると思う。決められたことを決められたようにすることで安心するのではなく、子ども

たちの豊かな遊びの実現に向かって共に歩むからこそ、夢中になって取り組み、子どもの姿がそこ

にあると考える。４歳児、３歳児も同じ考えである。車の両輪と捉えたこの主題を今後も大切に育

てたいと考えている。 
８．課 題 
 教師の指導性は子どもの遊びを助けたり、時には先頭に立つこ 
ともある。また、子どもの意のままに任せることもある。このよ 
うに教師の指導性には正しい答えはないが、車の両輪が生き生き 
と働くために再度教師の指導性に視点を当てたいと考えている。 
①教材研究 
②出会わせ方の構想                      築山をアリの巣にして大満足！

③科学する心を育てる・・子どもの内面の動きに共感し寄り添う教師の指導性 
９・研究同人 
 長島 一枝・小村 祐子・安田みなみ・槇原 由佳・森川 奏子・佐藤 友美・杠 真由子 




